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より多くの人々に移植医療についての理解を深めてもらい、臓器提

供に関する意思表示をしていただくため、国では毎年10月を臓器移植

普及推進月間と位置付けております。

その一環として、10月25日（日）に長岡市の「CoCoLo長岡」にて「臓

器移植フォーラム2020in長岡」と題し、ＦＭ-ＮＩＩＧＡＴＡ「ヤン＆アッキー

のど～なの？臓器移植シーズンR２」の公開録音等を実施しました。

※当日は、密集の回避や消毒液の設置等、感染症対策を徹底の上、

実施しました。

臓器移植フォーラム2020in長岡を開催しました！

★本フォーラムに関し、FM－NIIGATAの視聴者様から寄せられたメッセージを紹介します★

・臓器移植について、コンビニなどでカードをよく見ます。いずれはカードへ記載したいと考えて

います。

・意思表示の大事さを改めて感じました。

・日本の提供率の低さにも驚きました。もっと他の国のように提供率が上がればいいなと思いま

した。

【主なトーク内容】

・移植医療の現状（臓器提供の流れ、国際比較）

・医療現場におけるコロナ対応

・該当アンケート結果

「ヤン＆アッキーのど～なの？臓器移植シーズンR２」

（左から）FM-NIIGATAパーソナリティのMika Walkerさん、ヤンさん、秋山政人ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、

宮島衛医師

令和２回目となるFM－NIIGATA「ヤン＆アッキー

のど～なの臓器移植シーズンＲ」。

今回は、フォーラム開催地の長岡赤十字病院で

救急医療等の現場で御尽力されている宮島衛・救

命救急センター長/集中治療科部長をゲストとして

お迎えし、臓器移植に関して、「楽しく・分かりやすく」

をモットーにトークを展開しました。

街頭アンケート

公開録音に先立ち、Mika Walkerさんと秋山コーディ

ネーターが臓器移植に関する街頭アンケートを実施

しました。

YouTubeにて配信中！

フォーラムの様子はYouTubeにて動画配信しております。トークの内容

を詳しく知りたい方は、「YouTube 臓器移植フォーラム」と検索して

御覧ください！

※配信期間は令和２年12月31日までです。
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11月は意外に暖かい日が続いていましたが、ようやく新潟の冬の到来です。脳卒中や心臓病などの

重症疾患、交通事故・転落などの重症外傷が増えてきた上に、コロナ禍のせいかうつ病や自殺未遂も

増えております。

新型コロナウイルスは私たち医療者の日常も院内環境も大きく変えてしまいました。発熱患者さん

が緊急受診を希望されても、残念ながら受け入れる病院が見つからなくて、たらい回しになってしま

うことがありました。新潟県は医師も看護師も足りない医療過疎の県で、病院側も院内感染が心配な

ので、救命センターがある病院に負担がかかってしまっています。さらに、そのような病院にお勤め

の医療者のお子さんたちが周囲から感染を心配されて揶揄され、医療者の使命感が傷つけられた残念

なニュースもありました。

コロナ禍の院内感染対策で、多くの病院にて入院患者さんへのご面会は大きく制限されているで

しょう。感染拡大地域から来られたご家族の即日面会は、いかに健康な状態でも当院ではお断りして

います。つまり、瀕死で緊急入院された患者さんのご家族は、ご面会が叶わぬまま最期を迎えてしま

うことがあります。

大切なご家族（ドナー）を失おうとしているご家族と看取り方を語らうことは、平時でもとても難

しいことです。さらに面会制限されている今、ご家族が臓器提供という看取り方を初めて理解するこ

とはさらに大変でしょう。しかしこれまで臓器提供を選択されたご家族は、その看取り方を決して後

悔されていません。提供に至るまで頑張り続けたご家族（ドナー）を日々誇りに思いながら、レシピ

エントの皆様の健康を祈念されています。短時間の面談の中で私たちはそのことだけでもお伝えし、

コロナ禍でも臓器提供の火を絶やさないよう日々努力しています。

長岡赤十字病院 救命救急センター副センター長

集中治療科部長 宮島 衛

新型コロナウイルス感染症に対する本県の臓器提供、移植

新型コロナウイルス感染症の発生を受け、厚生労働省から臓器提供における新型コロナウイルスへ

の対応について通知があり、①臓器提供候補者に対するPCR検査の要否を検討する際は、現在のところ

臓器移植したことで新型コロナウイルスに感染するかどうかが明らかになっていないことを十分留意

しつつ適切に対応すること、②臓器提供候補者について、PCR検査を実施し、陽性だった場合、当該候

補者の臓器あっせん行わないこと、③陰性だった場合においても、新型コロナウイルス感染症につい

ては未だ不明な点が多いことから、当該候補者の臓器を移植に用いるかどうかについて、移植施設に

おいて慎重に判断することが示されております。

このような中、県内では、腎臓・膵臓・角膜の移植を新潟大学で行っております。生体移植（生体

は腎臓のみ）は７月１日より再開しております。死体臓器移植及び死体角膜移植については、大学病

院内の条件（方針）がクリアーされれば実施することとなっています。

臓器提供については、各施設の判断で実施しておりますが、感染の防御を念頭に置いた対策が行わ

れてきました。

具体的には、外部から臓器提供のために派遣された臓器移植コーディネーターや医師が感染の兆候

が無いか、また来院時には日本臓器移植ネットワークが指定する問診票の記入や検温によって院内に

入ることになっております。その他、施設によっては、新型コロナウイルス検査を実施し、陰性を確

認しなければ院内での臓器提供活動ができない旨の対策を検討している施設もあります。

このように県内の臓器提供は、各医療機関において感染症対策も検討しつつ、安心・安全な臓器提

供の環境整備を検討しております。その事でご本人・ご家族の最期の願いを叶えるためのお手伝いを

させていただいているのが本県の臓器提供環境です。

公益財団法人新潟県臓器移植推進財団

コーディネーター 秋山 政人

ウィズコロナ時代の救命救急センターの看取



新潟県臓器移植推進財団だより　Ｎｏ.17

    臓器提供及び移植の状況

（1）献腎提供者・献腎移植者・献腎待機者の状況 （2）本県の献眼登録者・献眼者・待機者の状況
令和２年３月31日現在(人) 令和２年３月31日現在(人)

H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１ 累計

全国 82 97 120 99 92

新潟 3 3 4 4 10

全国 157 190 188 192 178

新潟 3 4 5 5 8

全国 12,825 12,828 12,449 12,150 12,541

新潟 240 228 212 199 189

(3)人工透析患者の現状

健康保険証や運転免許証に意思表示記入欄があります。
臓器提供の意思表示にご協力ください。

35 43 36

年度

腎不全の唯一の根本治療は腎移植であり、多くの患者さんがこれを
待ち望んでいます。

年度

献腎
提供者

献腎
移植者

献腎
待機者

献眼　登録者

献眼者

献眼
待機者

腎不全のため人工透析を行っている患者さんは年々増加傾向にあり
ます。(下図)

10 8 10 4 12

186 246 155 114 90

35 19

791

44

168

臓器移植の意思を表示しましょう

（意思表示カード裏面）

当財団では、一人でも多くの患者さんが移植を受けられるよう、県、市町村、患者団体等と連携し、臓器移植に関する知識の普及

啓発等に取り組んでまいりました。

財団の活動は基本財産の運用益と皆様からの善意の賛助会費や寄付金で行っております。財団の安定的な活動・運営のため、

引き続き、皆様の御協力をお願いいたします。
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〔個人会員〕 〔法人会員/医療機関〕 〔法人会員/企業・団体〕

相 田 哲 寒 河 江 豊 成 田 一 衛 あがの市民病院 アド・メディック
青 木 朗 子 笹 川 力 難 波 秀 道 安藤医院 糸魚川市医師会
秋 山 政 人 笹 嶋 真 嵩 難 波 彰 司 糸魚川総合病院 糸魚川病院腎友会
阿 部 俊 幸 佐 藤 希 未 佳 難 波 み ず き 今井眼科医院 大森八千代会
阿 部 博 史 佐 藤 京 子 新 島 光 上田眼科 柏崎市刈羽郡医師会
阿 部 道 行 佐 藤 巧 庭 山 昌 俊 大野眼科 柏崎薬剤師会
新 井 啓 佐 藤 幸 示 馬 場 亨 おおむら内科クリニック 柏崎ライオンズクラブ
荒 川 敬 佐 藤 進 一 林 悠 子 大森内科医院 共栄堂
井 浦 佐 敏 真 田 雅 好 早 津 正 文 岡田内科 県央薬剤師会
五 十 嵐 茂 義 茂 野 克 哉 樋 口 文 恵 小千谷さくら病院 健康医学予防協会
池 田 正 夫 茂 野 伸 行 樋 口 義 健 小千谷総合病院 笹菊薬品
池 田 万 寿 央 品 田 英 光 百 都 健 小千谷総合病院十日町診療所 三条ロータリークラブ
石 川 久 雄 篠 川 智 深 川 光 俊 下越病院 志賀医科器械店
石 沢 明 美 下 條 文 武 藤 森 勝 也 柏崎総合医療センター 聖篭ライオンズクラブ
石 澤 成 実 重 住 京 子 古 川 慶 太 片桐記念クリニック 長岡蒼紫ライオンズクラブ
石 附 由 美 子 神 保 和 男 細 島 康 宏 刈羽村診療所 ながおか医療生活協同組合
市 川 健 太 郎 杉 坂 芳 文 堀 井 淳 一 川野眼科 長岡柏ライオンズクラブ
今 井 昭 雄 杉 本 智 子 本 間 智 子 喜多町診療所 長岡赤十字看護専門学校
岩 田 玲 子 鈴 木 榮 一 本 間 則 行 くろきクリニック 長岡悠久ライオンズクラブ
殷 煕 安 鈴 木 正 司 前 田 一 樹 河渡病院 長岡ライオンズクラブ
内 山 聖 鈴 木 忠 二 町 田 良 介 向陽メディカルクリニック 新潟医療生活協同組合
内 山 幸 夫 鈴 木 智 晴 松 浦 直 人 佐藤医院 新潟医療福祉大学
内 山 政 二 鈴 木 美 奈 松 田 英 伸 佐渡総合病院 新潟大野ライオンズクラブ
浦 井 陽 子 鈴 木 孝 幸 丸 山 仁 三条眼科 新潟県医師会
大 越 章 吾 関 谷 啓 太 郎 皆 川 章 洋 三条総合病院 新潟県栄養士会
大 平 勇 二 関 根 綾 希 子 宮 下 蒔 乃 三条総合病院 新潟県介護老人保健施設協会
大 竹 勝 也 関 根 理 宮 島 衛 三之町病院 新潟県眼科医会
大 竹 勝 巳 小 林 勲 武 藤 謙 介 上越総合病院 新潟県看護協会
大 原 峰 夫 園 田 裕 久 村 山 梨 奈 白根さいとう眼科 新潟縣健康管理協会
岡 俊 幸 高 井 優 治 矢 田 省 吾 信楽園病院 新潟県健康づくり財団
小 熊 美 智 子 高 木 恭 子 八 幡　己 津 子 信楽園病院附属有明診療所 新潟県厚生農業協同組合連合会
奥 村 克 彦 高 木 顯 山 口 良 信 すどう小児クリニック 新潟県歯科医師会
小 幡 明 博 髙 宮 治 生 山 﨑 理 せき眼科医院 新潟県腎臓病患者友の会
笠 原 至 高 塚 尚 和 山 﨑 肇 たじま内科クリニック 新潟県病院協会
片 桐 正 則 高 橋 完 明 山 田 剛 立川メディカルセンター 新潟県薬剤師会
片 沼 貴 志 髙 橋 姿 山 本 卓 竹林会 新潟県臨床検査技師会
金 井 秀 樹 高 橋 壮 一 郎 吉 沢 浩 志 知命堂病院 新潟県労働衛生医学協会本部
金 子 よ う 髙 橋 知 義 吉 田 和 清 知命堂病院 新潟市医師会
鎌 田 恵 子 高 橋 史 明 吉 田 法 子 戸井田内科医院 新潟市歯科医師会
神 子 島 旬 子 髙 橋 保 夫 若 林 昌 哉 戸井田内科医院 新潟青陵大学
鴨 居 桂 子 高 橋 龍 一 和 田 侑 子 とやの中央病院 新潟青陵大学短期大学部
河 村 里 絵 高 畑 慶 一 郎 渡 辺 和 仁 長岡赤十字病院 新潟市薬剤師会
神 田 俊 昭 武 田 さ ち 江 渡 邉 二 夫 長岡中央総合病院 富士タクシー
菊 田 玲 田 沢 博 渡 辺 静 一 長岡中央総合病院 見附市南蒲原郡医師会
久 我 三 栄 田 尻 正 記 渡 部 透 中山内科クリニック 源川医科機器
久 保 田 将 史 帯 刀 良 太 ほか匿名12名 南部郷厚生病院
熊 倉 義 田 中 利 夫 新潟医療センター
小 出 千 秋 田 中 一 新潟西蒲メディカルセンター病院

興 梠 建 郎 田 中 勝 治 新潟病院
小 坂 正 一 田 邉 義 治 新潟南病院
児 玉 省 二 玉 井 章 広 西新潟中央病院
小 林 隆 田 村 芳 昭 野々村眼科医院
米 桝 エ ミ 子 富 山 順 子 はせがわクリニック
小 山 仙 内 藤 晴 子 羽茂病院
近 寅 彦 永 井 博 子 東新潟まやま眼科
斎 藤 明 美 中 枝 智 子 麓会
斎 藤 征 史 長 尾 政 之 助 舞平クリニック
齋 藤 和 英 中 川 圭 子 松田眼科医院
斎 藤 恒 利 中 川 邦 夫 松浜病院
斎 藤 良 一 中 村 永 大 松元眼科
齋 藤 栄 智 翁 中 村 春 歌 三浦内科医院
坂 井 克 一 郎 中 村 勉 三島病院
酒 井 邦 夫 中 山 均 みよし会
酒 井 信 治 鍋 谷 一 義 村上記念病院
坂 井 宏 子 成 澤 林 太 郎 渡辺内科医院

〔寄付金〕
青 木 和 恵 小 泉 美 佐 子 新潟県ライオンズアイバンク協議会
五 十 嵐 茂 義 笹川　力 新潟県労働衛生医学協会本部
和 泉 徹 佐 渡 腎 友 会 新潟白根ひまわり会
エヌ・エム・アイ 佐 渡 南 ロ ー タ 西野　克彦
大 脇 健 一 郎 杉本医院 野口　武実
お が た 医 院 関 根 昭 一 畠山　牧男
勝井　豊 髙 橋 保 夫 三浦内科医院腎友会
木 島 秀 人 たじま内科クリニック 村山　裕一
久 我 三 栄 中村　永大 山本　幸男
健進会 中山　均 渡辺　彩子

賛助会員の皆様、寄付者の皆様には誌上をもって感謝申し上げます。

令和元年度　賛助会員名簿(敬称略)


